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府立かわち野高等学校　２棟３階　アクティブラーニングルーム

出席者(委員）

開催場所

蛭田会長、来田副会長、内田委員、今井委員、濱畑委員

※江田委員欠席

令和６年度　第２回　学校運営協議会　議事録

府立かわち野高等学校

校長　　尾方　崇光

開催日時 令和 ６ 年 11月 25 日（月）　　13:45　～　16:00　　

次回の会議日程

令和７年２月３日（月）　　15:40　～　17:00　　

府立かわち野高等学校　２棟３階　アクティブラーニングルーム

出席者(学校）
校長 尾方、教頭 志村、事務長 鈴木、首席兼第２学年主任 奥、首席兼３年２組担任 中田、
教務部長 藤岡、生徒指導部長 木戸、進路指導部長 大中、第３学年主任　松村

傍聴者 ―

議題等(次第順）
１．学校長挨拶（校長：尾方　崇光）
２．会長挨拶（会長：蛭田　勲）
３．委員紹介
４．協議：（１）授業見学について（本校学校運営協議会委員の授業を中心に）
　　　　　　（２）機能統合に向けた取組みについて
５．各組織から本年度重点目標の進捗報告
６．事務連絡：第３回学校運営協議会予定について

・授業見学について（３年体育【木戸】）・３年教養数学【松村】・２年地学基礎【藤岡】）➡承認
＜蛭田会長＞：教員と生徒の雰囲気が良いように変わってきた。子どもたちに寄り添った指導をしている。大学でも言葉は慎重に
　　　　　　　　　　使うよう言われている。　このような環境で指導をするのは教員の力になると思う。１つの授業見学は、
                      10分程度であったが、深く学ぶことができたと感じ、授業力の高さを感じた。
＜来田副会長＞：子どもたちに寄り添った授業であった。授業内容をかみ砕いて理解を促すことで、生徒たちの頑張る姿を見る
　　　　　　　　　　　ことができた。高校の授業が変化していることを中学校へも持ち帰る。
＜内田委員＞：子どもたちが抱える課題はさまざまあるが、教員が信念を持って守るべきことは守りつつ、寄り添う教育を。
　　　　　　　　　　様々な生徒に丁寧に対応している先生たちの姿を見ることができた。
＜今井委員＞：生徒数が少なく寂しく感じた。だからこそ、生徒と教員の距離感が近いのは良いことであると思う。
＜濱畑委員＞：生徒が意外に静かに授業を受けていたのが印象的。寝ている生徒には、もう少し声をかけて欲しい。
　　　　　　　　　　生徒と教員が仲が良いのは良いことだと思う。
・機能統合に向けた取組みについて➡承認
＜教頭　志村＞昨年度から備品・消耗品のリスト作成および整理を行っている。次年度初めに府立学校全体に向けに公表予定。
【現状の説明】　同窓会会長やPTA会長も構成委員に入れた「閉校記念事業実行委員会」を立ち上げ、第１回を開催した。
　　　　　　　　　　記念誌部会、式典部会、ホームページ部会の３つの部会を設置して、それぞれで取組を進めている。
　　　　　　　　　  記念誌部会はページの構成やページ数、表裏表紙のデザインについて検討している。
　　　　　　　　　　式典部会は、今年度末に先行閉校校３校の式典を見学に行き、それを参考に式典の内容や会場に
　　　　　　　　　　ついて検討を進めていく。特に特徴的な取組として、ホームページ部会でメモリアルページに掲載する、
　　　　　　　　　　かわち野高校の建物を「MINECRAFT」というNintendo  Switchのゲームソフトを使って再現し、その様子を
　　　　　　　　　　解説する動画を作成中。
　　　　　　　　　　閉校に係るさまざまな経費については、同窓会やPTAから了解を得て一部拠出している。
＜蛭田会長＞：周年行事以上に負担がかかるものだと思う。機能統合業務が加速度的に進んでいくと思われる。
【各組織から本年度重点項目の進捗状況について報告】
＜教務部：藤岡＞：新教育課程について１学期終了時点では問題なく進行中。デジタル採点システムを多くの教員が
　　　　　　　　　　　　利用している。病気療養中生徒、不登校生徒に対する「オンライン授業」要項を作成したが、
　　　　　　　　　　　　現在対象者はいない。
＜生徒指導部：木戸＞：遅刻数は12月時点で第２学年は900件超える見込み。第３学年は800件は下回る見込み。
　　　　　　　　　　　　　 　「ルール」の遵守については、注意されると「すみません」と言うことができている。
　　　　　　　　　　　　　   服装、身だしなみについては、スカート下のジャージ着用が相変わらず多い。
＜進路指導部：大中＞：第３学年の現状報告。就職について求人数が2033件で昨年度より増加している。例年３％程度の
　　　　　　　　　　　　　　 進路未決定者を出しているが、本年度はそれを減らすことができる見込み。教員数が減っている中、
　　　　　　　　　　　　　　　ICTを活用して業務を効率化し、生徒対応の時間に充てることができている。
＜第3学年：松村＞：文化祭では２クラスが「演劇」、１クラスが「ダンス」ですべてのクラスが舞台部門で頑張ってくれ、
　　　　　　　　　　　　非常に良い取組 となった。進路の面接練習については、学年に縛られず、さまざまな教員と関わりを持てた
　　　　　　　　　　　　ことが良かった。最後、卒業式に向け、引き続き丁寧な指導をしていく。
＜第２学年：奥＞：修学旅行の目標として、「他の人に手を差し伸べる人になろう」と掲げ、サポートをした生徒がいる中、
　　　　　　　　　　　　一部残念ながらそうでない生徒がいた。
　　　　　　　　　　　　第１回協議会以降、生徒指導案件が数件生起、丁寧に対応したが、関係生徒が一人進路変更となった。
　　　　　　　　　　　　バス見学会で進路に興味を持たせた。生徒が少ないからこそ今後個別丁寧に指導していく。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料
・授業見学について
・機能統合に向けた取組について

備考


